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このたびは本製品をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。
本書には重要な注意事項や取り扱い方法が記載されています。
取り付け作業前、ご使用前には必ず本書をお読みになり、取り付けが
終わったあともいつでも見られるよう大切に保管してください。

安全上のご注意

製品内容・取り付けの前に

取り付け方法

各部の調節方法

トラブルシューティング・FAQ

各部の可動域

製品寸法

製品仕様

サポートのご案内

https://www.century.co.jp/
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安全上のご注意

《警告および注意表示について》
この表示で記載された文章を無視して誤った取り扱いをすると、人が死亡
または重傷を負う可能性を想定した内容を示します。

この表示で記載された文章を無視して誤った取り扱いをすると、人が傷害
ないし物的損害を負う可能性を想定した内容を示します。

《絵記号の意味》

しなければいけないこと ケガに注意

してはいけないこと はさまれ注意

取り付け前の確認事項
・ 製品を取り付ける前に、製品の欠品や形状不良などがないことを必ず確認してください。 
欠品や形状不良などがあった場合、設置をせずに弊社サポートセンター（➡31ページ）まで
ご連絡をお願いいたします。
・ 製品をご使用になることでモニターや各ケーブル、机などに傷や変色が生じることがあり
ます。あらかじめご了承ください。
・ 製品ページなどに記載の寸法と、実際の製品でわずかな誤差が出る場合がございます。 
あらかじめご了承ください。

ご使用の前に
・記載の各商品、および製品、社名は各社の商標ならびに登録商標です。
・イラストと実際の商品とは異なる場合があります。
・改良のため、予告なく仕様を変更することがあります。

商品の性質上、すべての環境、組み合わせでの動作を保証するものではありま
せん。
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安全上のご注意

製品を小さなお子様の手の触れるところに設置しないでください。
各アームの可動部に指をはさんだり、ぶつかったりするとケガの原因となり危険です。

本製品を設置する際には、必ず大人2名以上で作業を行ってください。
1人で作業を行うと、機器の破損やケガなどのおそれがあります。

取り付けを行う机やテーブルの天板は、本製品およびモニターを支え
るのに十分な強度が必要です。
凹凸があったり、強度が足りない場合、机やテーブルが破損するだけでなく、モニターなど
の故障や、ケガの原因となり危険です。

クランプなどは適切な強さで固定する。
締め付けが強すぎて机が割れてしまったり、ゆるすぎて外れてしまったりすると危険です。

アームや関節部に指やケーブルがはさまらないように注意する。
可動させた場合に指やケーブルがはさまると、破損やケガの原因となり危険です。

可動部を考えてケーブルを配線する。
アームを動かした際にケーブルが引っ張られることがあります。
関節部には少し余裕を持たせて配線を行ってください。
また、ケーブルガイドなどでケーブルの皮膜を傷つける場合があります。
あらかじめ注意ください。

可動時や取り外しの際には、ガスアームの反動に注意する。
可動部をゆるめた際や、取り外しの時など、ガスアームは大きく動きます。
ケガの原因となりますのでご注意ください。
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製品内容 ※取り付けを始める前に、次の部品がそろっているかご確認ください。

アーム部

VESAプレート

クランプ部

カバー

VESAプレート
連結ネジ

六角レンチ

スペーサー

VESAプレート固定ネジ

（M4x12） （M4x30）

（M3）

（M5）

x4

x1

x1

x1

x1

x4 x4

LEDケーブル（ケーブル長：約1.2m）

取付説明書/保証書（本書）

x1

x1

x1

x1
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取り付けの前に

作業前準備

● 本製品は海外製造の輸入品となります。 
組み立てや取り付けについて分かりにくい部分がございましたら、作業をする前
に弊社サポートセンター（➡31ページ）までお問い合わせをお願いいたします。

取り付け・調節に別途必要なもの

1. プラスドライバー（サイズ ： No.2）
2. 軍手（作業時の手のはさまれやケガの防止）

LEDを点灯させる場合、LEDケーブルのコネクタが後方に飛び出るため、
クランプ部の背面側に5cm程度のすき間が必要です。
壁にぴったり押し付けて設置できませんのでご注意ください。
（➡14、15、28ページ参照）

5cm
程度
あける

コネクタ

クランプ部

（壁）
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取り付け方法

1. クランプ部の取り付け

①クランプ部のクランプハンドルをゆるめてネジを下げておきます。

②クランプ部を机やテーブルなどの天板の縁をはさみ込むように差し込みます。

③クランプハンドルを締めて天板にしっかり固定します。

④クランプ部の上からカバーをかぶせます。

※ 天板は最小厚でも最大厚でも、本製品およびモニターを支えるのに十分な強度
が必要です。 
強度が足りない場合、モニターがぐらついたり、傾いたりしてしまいます。

※ クランプ部の取り付けを行うことで、天板に微細な傷や変色が生じることがあり
ます。

ステー

クランプ部のステーの位置を下げると、最大90mmまでクランプの開口を広げることが
できます。

ステーの位置調節

ステー固定ネジを取り外す ステーの位置を下げる ステー固定ネジを取り付ける

ステー固定ネジ

下げる下げる下げる

六角レンチ
（M5）
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取り付け方法

ゆるむ
（下がる）

締まる
（上がる）

クランプ部

カバー

（天板）

クランプ
ハンドル

ネジ

天板の厚さ

10～50mm
最小厚 最大厚

① ②

③ ④
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取り付け方法

2. アーム部の取り付け

アーム部をクランプ部の軸に差し込みます。



9

取り付け方法

アーム部

軸
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取り付け方法

3. VESAプレートの取り付け

※ 作業を行う前に、モニターのマニュアルを参照し、もともと付けてあるスタンド
などを取り外します。

※ 作業の際は、モニターの液晶面やベゼルに傷がつかないよう、凹凸のない平面
な床面に毛布やタオルなどの柔らかい物を下に敷いて作業を行ってください。

① モニター背面とVESA穴が水平な機種の場合、VESAプレートを固定ネジ
（M4x12）で取り付けます。

② 取り付けるモニターによっては、VESAプレートがVESA穴近辺のベゼルや接続
コネクタなどに干渉する場合があります。 
その場合、添付のスペーサーと固定ネジ（M4x30）を用いて取り付けを行って
ください。 
※スペーサーを用いても干渉を防げない場合もあります。ご了承ください。

75 mm 100 mm

VESA規格穴位置サイズ

上

下

本製品に付属しているネジが合わない場合、市販の適切なネジを別途ご用意
ください。
不適切なネジを使うとモニターを故障させてしまったり、本製品を使用中に
モニターが落下してしまったりと非常に危険です。
必ずモニター指定のネジの太さ、長さを確認してから取り付けを行ってください。
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取り付け方法

VESAプレート

VESAプレート

お使いのモニター

毛布・タオルなど

VESAプレート
固定ネジ（M4x12）

お使いのモニター

毛布・タオルなど

VESAプレート
固定ネジ（M4x30）

スペーサー

上

下

背面形状

背面形状

上

下
へ
こ
み⬇

水
平

⬇
⬇

コ
ネ
ク
タ

②

①

●モニター背面に干渉するものがない場合は、①の取り付けを行ってください。
● VESA穴の近くに凹凸やコネクタがある場合、モニター背面が曲面になっていて取り
付けが難しい場合は、②のスペーサーを用いた取り付けを行ってください。
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取り付け方法

4. モニターの取り付け

①VESAプレートを取り付けたモニターを、アーム部に取り付けます。

②突起部の穴からVESAプレート連結ネジを締めて、VESAプレートを連結します。

２人作業推奨

出荷時はガスアームの強さが「最弱」の設定になっています。
重いモニターなどを取り付ける際には、落下やアーム部からの脱落などで机
やモニターに傷などがつかないようご注意ください。
（➡20、21ページ参照）
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取り付け方法

アーム部

VESAプレート
連結ネジ

突起部
⬇

突起部
⬇

突起部
⬇

①

②
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取り付け方法

5. LEDケーブルの接続

①アーム部内側とクランプ部背面の各LEDコネクタに、LEDケーブルを接続します。

②LEDケーブルをPCのUSBコネクタに接続します。

LEDについて
●カバーの左右両側とアーム部のLEDが赤色に点灯します。
●LEDはPCの電源オン・オフに連動して点灯・消灯します。
※ USBポートが常時給電されている場合は常に点灯状態となります。 
詳しくは、お使いのPCの仕様をご確認ください。

LED

カバー

アーム部

LED

LEDを点灯させる場合、LEDケーブルのコネクタが後方に飛び出るため、
クランプ部の背面側に5cm程度のすき間が必要です。
壁にぴったり押し付けて設置できませんのでご注意ください。
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取り付け方法

LEDケーブル

LEDケーブル

LEDコネクタ※

PCへ

PCへ

お使いのPC

アーム部
パチン！

※コネクタ部分の破損に
　ご注意ください。

※コネクタ部分の
破損にご注意く
ださい。

②

①
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取り付け方法

6. ケーブルの配線

①アーム部の裏側に付いているケーブルカバーを2個取り外します。

② モニターのケーブル類をアームに沿って配線します。 
このとき、ガスアーム側のケーブルカバーには内側にケーブルを通します。

③各ケーブルカバーをアーム部に取り付けます。

※ アームを動かした際にケーブルが引っ張られることがあります。 
関節部には少し余裕を持たせて配線を行ってください。 
また、ケーブルガイドなどでケーブルの皮膜を傷つける場合があります。 
あらかじめ注意ください。
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取り付け方法

アーム部

はずす
つける

はずす
つける

ケーブルカバー

モニターのケーブル類

ケーブルカバー

ゆるむゆるむ

ゆるむゆるむ

締まる締まる

締まる締まる

固定ネジ※

固定ネジ※

※固定ネジ自体は外しません。

少し余裕をもたせて
配線してください。

少し余裕をもたせて
配線してください。

①→②→③



18

各部の調節方法

1. 水平可動部の調節

六角レンチ（M3）を使い、アーム部の根元の締め付けを調節します。

※この作業は必ず大人2名以上で行ってください。

※ 締め付けがゆるいと、モニターやアームが不意に大きく動いて破損やケガを
するおそれがあります。

２人作業推奨

● 工具をしっかり差し込んで調節してください。 
差し込みが浅いと、工具が外れて本製品に傷を付けたりケガをするおそれが
あります。
●ネジは一気に大きく回さず、半回転程度回して様子を見てください。
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各部の調節方法

六角レンチ
（M3）

アーム部

締まる締まる
ゆるむゆるむ

ネジ
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各部の調節方法

2. ガスアームの調節

六角レンチ（M5）を使い、ガスアームの硬さを調節します。

※この作業は必ず大人2名以上で行ってください。

※ 締め付けがゆるいと、モニターやアームが不意に大きく動いて破損やケガを
するおそれがあります。

● 工具をしっかり差し込んで調節してください。 
差し込みが浅いと、工具が外れて本製品に傷を付けたりケガをするおそれが
あります。
●ネジは一気に大きく回さず、半回転程度回して様子を見てください。

調節の手順
ガスアームの硬さを調節する際は、ガスアームの先端を上から押して、水平にした
状態で調整してください。

●モニターが上がってしまう場合 ⇨ 六角レンチを時計回りに回す
●モニターが下がってしまう場合 ⇨ 六角レンチを反時計回りに回す
※ なめらかに上下移動できるのが適正な調節になります。 
（移動できないように完全に固定することはできません。）
※ 調節は必ず少しずつ回してください。 
一気にゆるめるとモニターの落下や破損、ケガの原因となります。
※ 調節してもモニターが傾いたりぐらつく場合は、天板の強度が足りていない可能性
があります。 
クランプ部をご確認ください。

２人作業推奨
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各部の調節方法

六角レンチ
（M5）

アームを水平にして
作業する

アームを水平にして
作業する

アームを水平にして
作業する

反時計周りに回す
モニターを上げたい

時計周りに回す
モニターを下げたい
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各部の調節方法

3. 左右傾き・上下傾きの調節

六角レンチ（M5）を使い、調節ネジの締め付けを調節します。

※この作業は必ず大人2名以上で行ってください。

※ 締め付けがゆるいと、モニターやアームが不意に大きく動いて破損やケガを
するおそれがあります。

● 工具をしっかり差し込んで調節してください。 
差し込みが浅いと、工具が外れて本製品に傷を付けたりケガをするおそれが
あります。
●ネジは一気に大きく回さず、半回転程度回して様子を見てください。

２人作業推奨
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各部の調節方法

六角レンチ
（M5）

六角レンチ
（M5）

モニターの左右傾きと
調節ネジの回転方向

（上から見た図）

調節ネジの
回転方向

ゆるめる
（調整する）
場合

締める
（固定する）
場合

モニターの
左右傾き

ゆるめる
（調整する）
場合

締める
（固定する）
場合

モニターの
上下傾き

調節ネジの
回転方向

モニターの上下傾きと
調節ネジの回転方向

（上から見た図）
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トラブルシューティング・FAQ

トラブルシューティング

症　状 処　置
各固定部をきつく締めている
が、モニターがぐらついてしまう

取り付けた天板の強度が足りていない可能性があり
ます。
天板がゆがんでいないかご確認ください。

アームが上下に動かない ● モニターを取り付けているか確認する
　※ モニターの重量に応じた負荷になっていますので、
モニターを取り付けていない場合はアームが上に
上がったままになります。

●モニターの重量を確認する
　※ 本製品は2kg～10kgのモニターに対応しています。
2kg未満や10kg超のモニターの場合は取り付け
できません。

●ガスアームの調節を確認する
　※ 20ページ「ガスアームの調節」をご確認のうえ、調節
を行ってください。

設置したあとモニターが動か
ない、回転できない

初めて動かす場合は関節部が固くなっている場合があり
ます。
各関節部の調節を少しゆるめ、ゆっくり力を入れて動くか
をご確認ください。
（ 危険ですので、無理に強く力を入れすぎないようにご注意
ください。）

PCの電源を切ってもLEDが
点灯したままになってしまう

お使いのPCの仕様となります。
BIOSの「ErP Ready」など、設定を変更することで対処
できる場合もあるようです。
詳しくは、お使いのPCメーカーにお問い合わせください。
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トラブルシューティング・FAQ

トラブルシューティング（つづき）

症　状 処　置
固くて六角レンチが回せない 六角レンチの短い辺を取り付けて長い辺を持って回すと

力が入れやすいです。

長い辺を持つ

力が入れやすい 力が入れにくい

また、モニターなどの物に当たって回しにくい場合は、
一時的にモニターを外して調節を行ってください。

少しなら動かせるが、大きく
モニターを動かそうとすると
動かない

可動にともなうケーブルの余裕が少なくて、引きつって
いる可能性があります。
16、17ページをご参照のうえ、各関節部にケーブルの
余裕があるかをご確認ください。
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トラブルシューティング・FAQ

FAQ（よくある質問とその回答）

質　問 回　答
動きがわるい関節部があり
ます。
オイルなどを付けてもいい
ですか？

付属の六角レンチを用いて関節部の調節をお試しくだ
さい。
変わらない場合は関節部を取り外して、中にゴミなどが
付着していないか確認してください。
オイルなどはプラスチックをいためる場合がありますので
使用しないでください。

この部分（右イラスト）の水平
回転の硬さを調節したい

この部位の硬さ調節は行えません。
極端にゆるかったり硬い場合は故障の可能性があります
ので、弊社サポートセンター（➡31ページ）までご連絡
ください。

アーム部

※調節できません
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各部の可動域

180°

45°

40°

90°

90°

360°

360°

360°
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製品寸法

267 253 91

327

277

3650

（単位 ： mm）

32
0

50
0

17
0

48

モニターアーム全体

LEDを点灯させる場合、LEDケーブルのコネクタが後方に飛び出るため、
クランプ部の背面側に5cm程度のすき間が必要です。
壁にぴったり押し付けて設置できませんのでご注意ください。
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製品寸法

70

（単位 ： mm）

121

145

484848

4343
104

75

28

3333

2150

39

7878

60

114

～

172

0

～

64

2

4850

55

クランプ部

LEDを点灯させる場合、LEDケーブルのコネクタが後方に飛び出るため、
クランプ部の背面側に5cm程度のすき間が必要です。
壁にぴったり押し付けて設置できませんのでご注意ください。
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製品仕様

製品名 ガス圧式LEDモニターアーム

型番 CMAGLED-SM

対応モニターサイズ

最大32インチ（縦横比16 ： 9相当）
※ 大きさは目安です。縦横比が異なる場合や、スピーカーなどで
外枠が大きい場合など、取り付けや回転等が行えない場合が
あります。

耐荷重 2 ～ 10kg

対応VESA規格

75×75mm、 100×100mm
※ 本製品のVESA取付部は、75mm/100mm共通となって
おります。 
取り付けるモニターによっては、VESAマウント自体がモニ
ターの取り付け穴近辺のベゼルやコネクタなどに干渉する
場合があります。

LEDケーブル長 約1.2m （コネクタ部含む）

LEDコネクタ形状 Standard-A

LED発光パターン 赤色点灯

本体重量 約3kg

適応天板厚
10 ～ 50mm（クランプ部のステー移動時 ： 最大90mm）
※ 天板には、本製品とモニターなどを支えるだけの強度が必要
です。

̶ 本書に関するご注意 ̶
１．　 本書の内容の一部または全部を無断転載することは固くお断りします。
２．　本書の内容については、将来予告なく変更することがあります。
３．　 本書の内容については万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り、記載漏れなど、お気づきの点がございましたらご連絡

ください。
４．　運用した結果の影響については、【３.】項に関わらず責任を負いかねますのでご了承ください。
５．　 本製品がお客様により不適当に使用されたり、本書の内容に従わずに取り扱われたり、またはセンチュリーおよびセンチュリー指定の

もの以外の第三者により修理・変更されたことなどに起因して生じた損害などにつきましては、責任を負いかねますのでご了承くださ
い。

※記載の各会社名・製品名は各社の商標または登録商標です。
※ The warranty for this product is valid only in Japan. Only Japanese-language drivers and manuals are included. It 
does not support other language OS. Support desk is only available in Japanese. Please note that maintenance and 
repair services are not warranted outside Japan. All listed informations are all trademarks or registered trademarks 
of the respective companies. 
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サポートのご案内

【販売・サポート】 【サポートセンター】

〒277–0872
千葉県柏市トヨフタ（十余二）249–329

04–7142–7533
（電話受付時間　平日 午前10時 ～ 午後5時まで）

【FAX】04–7142–7285
【Web】https://www.century.co.jp
【Mail】support@century.co.jp

～お願い～
修理をご依頼の場合、必ず事前にサポートセンターにて受付を行ってから発送をお願い
いたします。

「 LEDモニターアーム 」

センチュリーサポートへご相談の際は…

本製品や本製品のパッケージなどをご用意
したうえでお電話いただくと、対応がスムーズ
に進みます。

エルイーディー

https://www.century.co.jp/
https://www.century.co.jp/
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